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会　　計　　名
歳　入

（財　源）
歳　出

（使いみち）
翌年度に繰り越す

べき財源
差引額

一　般　会　計 92 億 9,521 万円 91 億 4,363 万円 1 億 297 万円 4,861 万円

【会計別決算状況】

　

平
成
27
年
９
月
定
例
会
が

９
月
２
日
～
17
日
ま
で
の
16

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

議
会
で
は
、
平
成
26
年
度

の
各
会
計
の
決
算
認
定
10
件

や
平
成
27
年
度
一
般
会
計
等

補
正
予
算
５
件
、
条
例
の
制

定
・
改
正
５
件
、
請
負
契
約

の
締
結
１
件
、
変
更
４
件
、

そ
の
他
３
件
を
原
案
の
と
お

り
可
決
・
認
定
・
同
意
し
閉

会
し
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
の
決
算
で
は
、

歳
入
決
算
額
92
億
９
５
２
１

万
円
と
、
前
年
度
に
比
べ
24

億
９
６
７
４
万
円
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
町
税
、
国
県
支

出
金
、
財
産
収
入
、
町
債
の

増
加
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　

歳
出
決
算
額
は
、
91
億
４

３
６
３
万
円
で
前
年
度
よ
り

25
億
２
４
５
９
万
円
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
給
付
負
担
金
、
介
護

保
険
広
域
連
合
負
担
金
、
障

害
者
自
立
支
援
事
業
、
児
童

手
当
費
、
く
ら
て
病
院
運
営

費
負
担
金
、
宮
若
市
外
二
町

じ
ん
芥
処
理
施
設
運
営
費
負

担
金
、
直
方
・
鞍
手
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
消
防
事
業

負
担
金
、
鞍
手
中
学
校
改
修

等
整
備
工
事
に
よ
る
歳
出
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◎
歳
出
前
年
比
25
億
２
４
５
９
万
円
の
増
加

▼
賛
成
10
・
反
対
２
で
可
決

定例会
月9

９
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

住みよいまちづくりのため に、このように使いました
特別会計、水道事業会計の決算を

水道事業会計 収 益 的 （ 税 抜 ） 3 億 2,498 万円 3 億 2,359 万円 0 円 139 万円
資 本 的 0 万円 7,734 万円 0 円 ▲ 7,734 万円＊ 1

＊ 1　不足分は、積立金（留保資金）などでカバー（補てん）

見る

平
成
26
年
度 

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 21 億 8,625 万円 23 億 3,177 万円 0 円 ▲ 1 億 4,552 万円
かんがい施設維持管理運営費 2 億 6,508 万円 2 億 6,507 万円 0 円 1 万円
後 期 高 齢 者 医 療 2 億 3,930 万円 2 億 3,850 万円 0 円 80 万円
住 宅 新 築 資 金 等 156 万円 156 万円 0 円 0 円
流 域 関 連 公 共 下 水 道 事 業 7 億 5,959 万円 7 億 5,952 万円 0 円 7 万円
谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 3,424 万円 3,423 万円 0 円 1 万円
泉水団地改良住宅移設事業 ９億 1,768 万円 ８億 2,675 万円 6,744 万円 2,349 万円

地方独立行政法人くらて病院貸付金 ２億 6,705 万円 ２億 6,705 万円 0 円 0 円
合　　　　　　計 139 億 6,596 万円 138 億 6,808 万円 1 億 7,041 万円 ▲ 7,253 万円
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住みよいまちづくりのため に、このように使いました
平成 26 年度

決　算
一般会計歳出総額
91 億 4,363 万円の使いみちや

17億7935万円

1億5154万円

4027万円

8億4762万円

7億3992万円

17億1579万円

1億5799万円

3909万円

8億2963万円

6億8908万円

合 計

町たばこ税

軽自動車税

固定資産税

町 民 税

収入額 25年度

収入額 26年度

0 5億 10億 15億 20億

その他 ( 繰越金等 )
6 億 5,233 万円
7.0％

地方交付税
23 億 7,040 万円
25.5％

町の借入金
25 億 1,203 万円
27.0％

国県支出金
14 億

16.1％
9,300 万円

地方消費税交付金
1 億 8,546 万円
2.0％

地方譲与税 6,272 万円 0.7％

町税
17 億 7,935 万円
19.1％

その他 ( 配当割交付金等 )
6,685 万円 0.7％

諸収入
1 億 5,919 万円
1.7％

繰入金
1,388 万円 0.2％475 万円

28.0％

依存財源
66 億 9,046 万円

72.0％

国や県から交付
されるお金や借金

自主財源

町が自主的に集
めることができ
るお金

歳入合計
92 億

100％
9,521 万円

23億7040万円

24億6071万円

25億0217万円

平成26
年度

平成25
年度

平成24
年度

交付額

0 10億 20億 30億

地方交付税の推移

項目 26 年度 25 年度 比較増減 説　　　　明

歳　
入

町         税 17 億 7,935 万円 17 億 1,579 万円 6,356 万円 町民税など、みなさんが町に納めていただいているお金。

国県支出金 14 億 9,300 万円 9 億 4,165 万円 5 億 5,135 万円 国・県が使途を特定して町に交付するお金。
地方交付税 23 億 7,040 万円 24 億 6,071 万円 △ 9,031 万円 市町村の税源の不均衡を調整して国が交付するお金。

町         債 25 億 1,203 万円 6 億 6,069 万円 18 億 5,134 万円 町が特定の事業のため、国や金融機関から借り入れるお金。

そ   の   他 11 億 4,043 万円 10 億 1,963 万円 1 億 2,080 万円 分担金及び負担金、使用料、財産収入、特別会計からの繰入金など。

合         計 92 億 9,521 万円 67 億 9,847 万円 24 億 9,674 万円

【一般会計性質別歳入決算状況】

※数字は四捨五入している
ため、必ずしも合計と一致
するとは限りません。

（入ってくるお金）歳入 一般会計決算状況

町税の内訳

26 億

●

●



平成 27 年 10 月 30 日発行　鞍手町議会だより　No.109 ④

項目 26 年度 25 年度 比較増減 説　　　　明

歳　
出

人   件   費 10 億 8,715 万円 10 億 8,692 万円 23 万円 職員の給料や議員報酬等に使うお金。

物   件   費 10 億 9,562 万円 9 億　376 万円 1 億 9,186 万円 賃金、旅費、交際費、需用費など消費的性質の経費。

普通建設事業費 26 億 8,850 万円 3 億 5,748 万円 23 億 3,102 万円 道路整備、建物等の建設に使うお金。

補 助 費 等 11 億 8,634 万円 11 億　592 万円 8,042 万円 補助金、負担金として支出するお金。

公   債   費 6 億 3,594 万円 6 億 3,936 万円 △ 342 万円 町債の元利償還金及び一時借入金利子を支払う経費。

繰   出   金 11 億 7,782 万円 9 億 5,812 万円 2 億 1,970 万円 特別会計に対して支出するお金。

そ   の   他 12 億 7,226 万円 15 億 6,748 万円 △ 2 億 9,522 万円 扶助費（医療費・児童手当など）、貸付金などに使うお金。

合         計 91 億 4,363 万円 66 億 1,904 万円 25 億 2,459 万円

【一般会計性質別歳出決算状況】

（使うお金）歳出 一般会計決算状況

総務費 8 億 657 万円 8.8％

衛生費
8 億 7,742 万円

9.6％

商工費
1 億 3,140 万円 1.4％

土木費
8 億

5,697 万円
9.4％

消防費 4 億 7,112 万円
5.2％

民生費
24 億

26.5％
2,150 万円

教育費
25 億

28.0％
5,762 万円

公債費 ( 借金返済 )
6 億 5,006 万円
7.1％

歳出合計
91 億

100％
4,363 万円

・鞍手駅関連施設
  管理、福祉車両
  購入事業、衆議
  院、県知事選挙
  など

0.2％労働費 2,106 万円
・緊急雇用創出事業など

・コミュニティ
  バス導入事業
  など

・直鞍広域消防
  負担金など

・鞍手中学校改修
  等整備事業など

議会費 9,566 万円 1.0％

・議員報酬、政務
  活動費、会議録
  速記料など

・後期高齢者
　医療給付負
　担金、障害
　者自立支援
　事業、介護
　保険広域連
　合負担金、
　児童手当など

・じん芥処理
 負 担 金 、
  くらて病院
  運営費負担
 金など

農林水産業費
2 億 5,425 万円 2.8％

・農業基盤整備促進
  事業、計画転作事
  業など・西川改修事業負担金など

　（県営事業　たぶ木
のき

橋）
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く
ら
て
病
院
運
営
費
負
担

金
、
宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥

処
理
施
設
運
営
費
負
担
金
、

直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
事
業
費
負

担
金
、
鞍
手
中
学
校
改
修
等

整
備
事
業
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
歳
入
歳
出
の
当
初
予

算
と
最
終
予
算(

繰
越
額
を

含
む)

に
お
い
て
大
き
な
差

が
み
ら
れ
る
款
が
あ
り
ま
す

が
、
や
む
を
得
な
い
も
の
で

あ
り
、
妥
当
な
予
算
編
成
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
は
、
累
計
１
億
４
５
５

２
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
医
療
費
抑
制
に

あ
た
っ
て
創
意
工
夫
を
さ

れ
、
保
険
事
業
の
安
定
に
努

力
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　

か
ん
が
い
施
設
維
持
管
理

運
営
費
特
別
会
計
は
６
千
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
適
正
な
運
用
を
要
望

し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
は
、
80
万
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
適

正
な
運
用
を
要
望
し
ま
す
。

　

住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会

計
は
、
現
在
償
還
業
務
の
み

で
、
１
千
円
の
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。
貸
付
金
回
収
金

未
済
額
は
、
２
４
６
９
万
円

で
前
年
度
に
比
べ
１
５
６
万

円
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
未

収
金
の
回
収
に
つ
い
て
、
一

層
の
努
力
を
要
望
し
ま
す
。

　

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
は
、
８
万
円
の

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
下

水
道
整
備
普
及
率
は
44
・

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
事
業
の
推
進
を
効

率
的
に
進
め
る
こ
と
を
要
望

し
ま
す
。

　

谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水

利
施
設
維
持
管
理
運
営
費
特

別
会
計
は
、
実
質
収
支
額
が

４
千
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
適
正
な
運
用

を
要
望
し
ま
す
。

　

泉
水
団
地
改
良
住
宅
移
設

事
業
特
別
会
計
は
、
実
質
収

支
額
が
２
３
４
９
万
円
の
黒

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
適
正
な
運
用
を
要
望
し
ま

す
。

　

地
方
独
立
行
政
法
人
く
ら

て
病
院
貸
付
金
特
別
会
計

は
、
実
質
収
支
額
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
も
適
正
な
運
用

を
要
望
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
前
年

度
と
比
較
し
て
、
総
収
益
が

３
６
２
４
万
円
増
加
し
、
３

億
２
４
９
８
万
円
と
な
り
、

一
方
総
費
用
は
、
１
７
１
９

万
円
増
加
し
、
３
億
２
３
５

９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
１
３
９
万
円

の
純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

　

よ
り
一
層
、
経
費
の
削
減

に
努
め
る
と
と
も
に
、
適
正

な
利
益
を
確
保
す
る
よ
う
望

み
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
決
算
の
歳
入

を
見
る
と
、
主
な
財
源
は
町

税
や
地
方
交
付
税
、
国
・
県

支
出
金
、
町
債
な
ど
で
、
地

方
交
付
税
、
国
・
県
支
出
金

は
全
体
の
約
42
％
を
占
め
、

国
・
県
へ
の
依
存
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

予
算
が
流
動
的
・
他
動
的
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
補
正

を
行
う
こ
と
は
最
小
限
に
と

ど
め
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
主
な
内
容
と

し
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

給
付
負
担
金
、
介
護
保
険
広

域
連
合
負
担
金
、
障
害
者
自

立
支
援
事
業
、
児
童
手
当
、

監
査
報
告
書
か
ら

26
年
度
決
算
を
見
る

一
般
会
計

そ
の
他
の
会
計

平成24年度 平成25年度 平成26年度

収入未済額 １億 2,882 万円 １億 2,752 万円 １億 3,309 万円
不納欠損額 1,095 万円 1,507 万円 713 万円

合　計 １億 3,977 万円 １億 4,259 万円 １億 4,022 万円

■その他の未納額

平成24年度 平成25年度 平成26年度
町　民　税 5,419 万円 5,320 万円 5,154 万円
固定資産税 4,903 万円 4,840 万円 5,283 万円
軽自動車税 591 万円 589 万円 568 万円

合　計 １億　913 万円 １億　749 万円 １億 1,005 万円

■税目別の滞納額

■収入未済額と不納欠損額

約1億 1,005万円
▶不納欠損（ふのうけっそん）
　地方税法等の規定により、徴収できなくなったもの。

平成24年度 平成25年度 平成26年度
町営住宅家賃 1,371 万円 1,416 万円 1,361 万円
保 　育　 料 597 万円 587 万円 943 万円
国 　保　 税 １億　118 万円 １億　218 万円 １億　511 万円

住宅新築資金等 2,714 万円 2,625 万円 2,469 万円
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▼
全
員
賛
成
で
可
決

　

本
補
正
予
算
は
、
歳
入
で

は
、
地
方
特
例
交
付
金
、
普

通
交
付
税
及
び
臨
時
財
政
対

策
債
の
発
行
可
能
額
な
ど
が

確
定
し
た
こ
と
や
、
平
成
26

年
度
決
算
に
伴
う
平
成
27
年

度
の
繰
越
金
が
確
定
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
る
補
正
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
歳
出
で
は
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
や
保
険
財
政
共
同
安
定
化

事
業
拡
大
に
伴
う
県
調
整
交

付
金
減
額
分
の
繰
出
金
の
追

加
、
平
成
27
年
度
の
国
民
健

康
保
険
税
が
確
定
し
た
こ
と

に
伴
う
国
民
健
康
保
険
基
盤

安
定
負
担
金
の
追
加
、
障
害

者
自
立
支
援
費
扶
助
費
の
追

加
、
剣
南
小
学
校
他
３
校
の

屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
工
事

で
、
新
た
に
壁
の
亀
裂
に
よ

る
工
事
費
の
追
加
、
給
与
費

全
般
に
お
い
て
補
正
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
１
億
１
９
７

３
万
９
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
は
70
億
６
７
３
１
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

剣南小学校体育館 古月小学校体育館新延小学校体育館 西川小学校体育館

△ 2,701

△ 66,584
△ 34,286 △ 34,871

48,127

△ 57,904

△ 124,488

△ 158,773
△ 193,645

△ 145,518

△ 200,000

△ 150,000

△ 100,000

△ 50,000

0

50,000

100,000

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

（千円）

実質単年度
収支額マイナス

実質単年度
収支額プラス

累積赤字額

実質単年度収支額と累積赤字額の推移

　

平
成
26
年
度
は
黒

字
の
よ
う
だ
が
、
累

積
赤
字
の
解
消
に
つ
い
て
、

い
つ
ご
ろ
ま
で
に
解
消
で
き

る
の
か
。

　

国
保
会
計
に

つ
い
て
は
、
県

の
方
に
移
行
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
向
け
て
、
町
村
会

の
中
で
ど
の
よ
う
に
調
整
し

て
い
く
の
か
、
町
村
全
体
を

見
て
も
保
険
料
が
一
定
で
な

い
な
ど
検
討
段
階
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

主
な
質
疑

問町 

長

２
７
９
万
円
を
追
加

●
平
成
27
年
度　
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

国
保
会
計
の
赤
字

解
消
は
で
き
る
の
か

剣南小学校他３校体育館
耐震補強工事費等を追加

●平成 27 年度　一般会計補正予算　1 億 1,974 万円を追加
－ 壁の亀裂や天井釣金具の劣化 －

▼
全
員
賛
成
で
可
決

※質疑の内容、答弁は紙面の都合上、要約しています。
会議録は、鞍手町ホームページや議会事務局で閲覧できます。
尚、会議録の調製により、閲覧が遅れる場合がありますので、ご了承下さい。
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▶賛成 10・反対２で可決

マイナンバー（個人番号）の番号利用
や個人情報の提供に関する条例を制定
●鞍手町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
　関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例

　

条
例
中
に
「
町
の

責
務
」
と
い
う
項
目

が
あ
る
が
そ
の
内
容
は
。

　

町
の
責
務
と

し
て
、
適
正
な

取
り
扱
い
を
確
保
す
る
た
め

に
、
必
要
な
措
置
を
３
点
ほ

ど
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
シ
ス
テ
ム
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
確
保
」・「
研
修
に
よ

る
職
員
の
意
識
向
上
」・「
委

託
先
業
者
の
遵
守
事
項
の
徹

底
」
な
ど
で
す
。

　

国
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
国
の
設
置
し
て
い
ま
す

特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会

と
連
携
を
取
り
、
町
の
実
状

を
踏
ま
え
て
条
例
で
定
め
て

行
う
事
務
に
関
し
て
、
個
人

番
号
を
利
用
で
き
る
範
囲
を

具
体
的
に
定
め
、
例
え
ば
乳

幼
児
医
療
費
の
支
給
等
を
考

え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ

と
を
実
施
す
る
こ
と
が
町
の

責
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑

問総
務
課
長

▼
賛
成
11
・
反
対
１
で
可
決

平
成
27
年
度

　

工
損
補
償
費
の
内

容
は
。

　
団
地
の
改

良
工
事
の
際

に
、
じ
ん
芥
組
合
の
専
用
道

路
を
使
用
し
て
大
型
車
両
が

通
行
し
た
た
め
、
そ
の
道
路

の
補
修
工
事
後
に
周
辺
家
屋

の
事
後
調
査
の
結
果
、
工
損

補
償
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
前
年
度
の
繰
越
予

算
を
工
事
費
と
工
損
補
償
費

に
配
分
し
て
い
ま
す
。

　

周
辺
家
屋
の
工
損

補
償
費
は
確
定
し
て

い
な
い
の
か
。

主
な
質
疑

問建
設
課
長

問

　
工
事
前
に

事
前
調
査
を

行
い
、
道
路
舗
装
補
修
工
事

が
完
了
し
て
家
屋
の
事
後
調

査
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
が
、
現
時
点
で
は
補
償
費

は
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

工
事
前
と
工
事
後

に
実
際
補
償
す
る
必

要
が
な
い
と
い
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
の
か
。　

実
際
に
事

前
調
査
を
行

っ
て
い
る
の
で
、
事
後
調
査

を
し
て
か
ら
、
そ
の
結
果
が

わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

問 建
設
課
長

建
設
課
長

　

本
補
正
予
算
に
は
、
工
事
に

よ
っ
て
家
屋
に
損
害
が
発
生
し

て
い
る
か
ど
う
か
、
家
屋
調
査

を
し
て
お
ら
ず
、
補
償
や
賠
償

金
が
必
要
か
ど
う
か
確
定
し
て

い
な
い
現
状
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
５
件
の
家
屋
を
対
象

に
補
償
、
補
て
ん
、
賠
償
金
と

し
て
７
０
０
万
円
も
の
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
財
政
法
第
３
条　

予
算

編
成
の
条
項
に
は
合
理
的
な
基

準
に
よ
り
、
そ
の
経
費
を
算
定

し
こ
れ
を
予
算
計
上
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
あ
る
が
、
こ
の

補
正
予
算
に
は
、
補
償
、
補
て

ん
、
賠
償
金
が
必
要
か
ど
う
か

確
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
経
費
の

算
定
が
で
き
て
い
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
予
算
に
計
上
さ
れ

て
お
り
、
条
項
に
反
す
る
恐
れ

が
多
分
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

本
補
正
予
算
を
認
め
る
こ
と

は
、
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
の

議
会
が
機
能
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
問
わ
れ
か
ね
ず
議
員
と
し

て
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
よ
っ
て
本
補
正
予
算
に
反

対
し
ま
す
。

岡
﨑　
邦
博

反
　
対
　
討
　
論

　

こ
の
補
正
予
算
は
、
平
成
26

年
度
の
繰
越
金
確
定
に
伴
い
、

同
額
を
工
事
費
及
び
補
償
費
に

増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

公
共
事
業
に
関
し
ま
し
て

は
、
事
前
に
周
辺
物
件
の
状
況

を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
行

い
、
工
事
期
間
中
や
工
事
終
了

時
に
周
辺
物
件
に
支
障
が
な
い

か
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
公
共
工
事
に
お

い
て
通
常
用
い
ら
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
当
該
予
算
は
、
当
初
か

ら
鞍
手
町
に
費
用
負
担
が
な
い

こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度
か
ら

の
繰
越
金
を
増
額
調
整
す
る
こ

と
は
、
会
計
手
法
と
し
て
は
当

然
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
本
補
正
予

算
に
賛
成
し
ま
す
。熊

井　
照
明

賛
　
成
　
討
　
論

７
０
０
万
円
を
追
加

周
辺
家
屋
の

補
償
費
を
追
加

●
平
成
27
年
度　
泉
水
団
地
改
良
住
宅

移
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
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行

政

報

告

　

旧
鞍
手
南
中
学
校
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
、
校
舎

等
を
活
用
し
た
コ
ス
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
（
仮
称
）「
く

ら
て
学
園
」
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
町

外
、
県
外
か
ら
多
数
の
参

加
が
あ
り
、
今
後
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
醸
成
が
図
ら
れ

た
後
に
は
、
漫
画
や
ア
ニ

メ
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
な
ど
の

ク
リ
エ
ー
タ
ー
育
成
、
ビ

ジ
ネ
ス
展
開
、
国
内
外
の

観
光
客
誘
致
、
ア
ニ
メ
と

融
合
し
た
地
元
特
産
品
の

販
売
促
進
な
ど
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

全
国
的
に
も
先
駆
性
が

高
い
こ
と
か
ら
、
事
業
展

開
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に

地
方
創
生
総
合
戦
略
に
か

か
る
交
付
金
の
追
加
を
国

に
要
望
し
て
い
る
と
、
行

政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

※
そ
の
ほ
か
に
、
８
月
25

日
の
台
風
15
号
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
旧
鞍
手
南
中
学
校
校
舎
利
用
に
つ
い
て

行政報告する
德島町長

旧鞍手南中学校

請負契約の締結 ～流域関連公共下水道事業～ 
【
契
約
の
相
手
方
】

松
原
・
安
田
共
同
企
業
体

　
共
同
企
業
体
代
表
者

　
㈱
松
原
土
木

　
代
表
取
締
役 

松
原　
龍
成

【
工　
期
】
１
５
９
日
間

平
成
27
年
９
月
24
日
か
ら

平
成
28
年
２
月
29
日
ま
で

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

新
川
処
理
分
区
管
渠
築
造　

工
事(

第
２
工
区)

工事個所

新川処理分区第２工区

新川水路
消防団
第 4 分団
格納庫

猪
倉

西
区

遠 賀 ダ イ
キュー運輸

㈱プレジー
ル

総路線延長　Ｌ＝ 373.0 ｍ

そ の 他 の 議 案  
●
工
場
等
設
置
奨
励
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
平
成
27
年
度
固
定
資
産
税
の

　
課
税
免
除

●
平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
▼
賛
成
11
・
反
対
１
で
可
決

●
平
成
27
年
度
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

●
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を

　
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

▼
全
員
賛
成
で
可
決

●
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
賛
成
10
・
反
対
２
で
可
決

●
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

▼
全
員
賛
成
で
可
決

●
平
成
26
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

▼
賛
成
10
・
反
対
２
で
認
定

●
町
道
路
線
の
変
更

▼
全
員
賛
成
で
認
定

●
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

●
平
成
26
年
度
住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

▼
賛
成
11
・
反
対
１
で
認
定

●
平
成
26
年
度
か
ん
が
い
施
設
維
持
管
理
運
営
費
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

●
平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

●
平
成
26
年
度
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

●
平
成
26
年
度
谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水
利
施
設
維
持
管
理
運
営
費
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
決
算
認
定

●
平
成
26
年
度
泉
水
団
地
改
良
住
宅
移
設
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

●
平
成
26
年
度
地
方
独
立
行
政
法
人
く
ら
て
病
院
貸
付
金
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　
決
算
認
定

●
平
成
26
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

▼
全
員
賛
成
で
認
定

▼
全
員
賛
成
で
同
意

●
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
事
業　
剣
南
小
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
等
工
事

　
請
負
契
約
の
変
更

●
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
事
業　
古
月
小
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
等
工
事

　
請
負
契
約
の
変
更

●
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
事
業　
新
延
小
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
等
工
事

　
請
負
契
約
の
変
更

●
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
事
業　
西
川
小
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
等
工
事

　
請
負
契
約
の
変
更



⑨ 平成 27 年 10 月 30 日発行　鞍手町議会だより　No.109

一般質問

８人が
一般質問

知
り
た
い
こ
と
望
む
こ
と

３．宇
う た が わ

田川　亮
あきら

　議員・・・・・・・・・・・・・・１２　
・台風１５号に対する町の対応について

１．川
かわの

野　高
たかみ

實　議員・・・・・・・・・・・・・・１０
・災害に強い町づくりについて

４．竹
たけうち

内　利
りいち

一　議員・・・・・・・・・・・・・・１３　

２．田
たなか

中　二
ふ み き

三輝　議員・・・・・・・・・・・・・１１　
・防災対策について

・子どもの医療費無料化について

・ゴミ袋の販売について
・じん芥組合について

・鞍手町防犯協会について

５．鯵
あじさか

坂　省
しょうじ

治　議員・・・・・・・・・・・・・・１４　
・学童保育について
・カラスの被害について

６．岡
おかざき

﨑　邦
くにひろ

博　議員・・・・・・・・・・・・・・１５　
・有害鳥獣被害防止の取り組みについて
・町民相談窓口「鞍手のとびら」と非常勤特別職参与について

７．須
すどう

藤　信
しんいちろう

一郎　議員・・・・・・・・・・・・・１６　
・北九鞍手夢大橋仮設道路について
・安保法制問題について

８．須
すやま

山　由
ゆ き お

紀生　議員・・・・・・・・・・・・・１７　
・くらて病院の現状と今後について
・谷ノ山（室木）周辺の町有地について

　一般質問とは、町長から提出された議案以外に、行政に対する疑問点について質問
することです。
　一般質問の内容、答弁は質問者自身が要約し、広報委員会が校正したものです。
　質問の全文は、鞍手町ホームページや議会事務局で会議録を閲覧できます。
※尚、会議録の調製により、閲覧が遅れる場合がありますので、ご了承下さい。
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▶耐震化が望まれる役場庁舎

　

最
近
の
自
然
災
害

等
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
感
想
と
決
意
を
持
っ
て
い

る
の
か
。

　

ゲ
リ
ラ
豪
雨

と
か
、
今
ま
で

人
類
が
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
激
甚
災
害
等
が
い
ろ
い
ろ

な
所
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

総
合
的
に
用
意
周
到
に
今

後
執
り
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。　

住
民
へ
の
情

報
の
伝
達
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
内
22
ヶ
所

に
設
置
し
て
い
ま
す
防
災
行

政
用
無
線
で
の
放
送
。
町
内

42
区
の
各
行
政
区
長
、
11
の

問

連
絡
員
へ
の
電
話
で
の
連
絡

消
防
署
、
町
消
防
団
及
び
広

報
車
で
の
広
報
、
町
内
全
域

に
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
ま
た
防

災
メ
ー
ル
ま
も
る
君
、
テ
レ

ビ
等
の
報
道
機
関
を
用
い
て

周
知
を
行
い
ま
す
。

　

避
難
勧
告
が
出
て

も
、
住
民
に
伝
わ
ら

な
け
れ
ば
何
に
も
な
ら
な
い

が
、
そ
の
辺
を
今
後
し
っ
か

り
考
え
て
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
。　

避
難
勧
告
は
、

皆
様
方
に
注
意

喚
起
す
る
と
い
う
意
味
に
お

い
て
は
、
私
は
正
解
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
踏
ま
え
な
が
ら
判
断
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

小
、
中
学
校
で
の

防
災
教
育
、
避
難
の

在
り
方
は
。

れ
ば
病
院
を
そ
の
期
限
ま
で

に
建
て
替
え
が
終
わ
る
よ
う

に
取
り
組
み
た
い
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
と
お
知
恵
を
借

り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

病
院
の
建
て
替
え
に
つ
い

て
も
、
大
き
な
金
額
に
な
り

ま
す
の
で
、
庁
内
で
打
ち
合

わ
せ
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

過
疎
債
の
利
用
が
、
平
成

33
年
３
月
ま
で
の
期
限
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
で
き

　

各
学
校
は
、

年
間
の
教
育
計

画
の
中
に
防
災
計
画
を
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。　
　

　

校
長
会
で
台
風
時
、
梅
雨

時
に
対
策
会
議
を
行
い
、
教

育
長
の
方
で
判
断
し
て
指
示

を
出
し
連
絡
網
で
流
す
と
い

う
こ
と
で
対
応
し
て
い
ま

す
。　

役
場
庁
舎
や
く
ら

て
病
院
の
耐
震
補
強

は
大
丈
夫
か
。

　

役
場
と
く
ら

て
病
院
は
耐
震

補
強
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

司
令
塔
と
な
る
べ
く
役
場

が
一
番
に
壊
れ
る
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
は
、
町
民
は
ど

こ
を
頼
り
に
町
の
再
建
を
、

行
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
大

き
な
不
安
材
料
を
抱
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
町
役
場
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
こ
と
は
、
議
会
の

皆
様
方
、
町
民
の
皆
様
方
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
で
す
。　
　

町長

総
務
課
長

問

問

町 
長

問

教
育
長

一般質問

川野　高實 議員

町 

長

自然災害等に対する決意は？問
「総合的に用意周到に執り
  　行って行きたいと考えます。」

町 

長
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情
報
伝
達
手
段
と

し
て
の
防
災
行
政
用

無
線
は
、
聞
き
取
り
に
く
い

な
ど
、
町
民
の
意
見
が
あ
る

が
、
増
設
等
の
検
討
は
。

　

浸
水
想
定
区

域
、
土
砂
災
害

警
戒
区
域
に
22
ヶ
所
に
設
置

し
て
い
ま
す
が
、
町
内
全
域

は
網も
う
ら羅
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

台
風
15
号
の
防
災

対
策
お
よ
び
反
省
点

は
。

　

　

配
置
体
制
に

関
し
て
は
適
切

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

反
省
点
は
、
安
全
に
避
難

で
き
る
よ
う
早
い
段
階
で
周

知
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

生
命
に
関
わ

る
問
題
で
す
の

で
、
耳
や
目
の
不
自
由
な
方

へ
の
情
報
提
供
は
、
今
後
の

重
要
課
題
と
し
て
取
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

効
率
的
な
消
火
活

動
は
水
の
確
保
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。「
防
火

水
槽
」「
消
火
栓
」
の
位
置

情
報
は
町
お
よ
び
消
防
関
係

者
は
共
有
し
て
い
る
の
か
。

　

位
置
情
報
は

関
係
機
関
と
共

有
し
て
い
ま
す
。

　

防
火
水
槽
・
消
火

栓
の
維
持
管
理
は
。

　

主
体
は
町
で

行
い
、
消
防
署

は
毎
月
１
度
巡
回
点
検
を
、

消
防
団
は
管
轄
地
域
の
点
検

を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　

火
災
現
場
で
「
消

火
栓
」
の
水
圧
が
足

り
ず
、
消
火
に
手
間
取
っ
た

と
聞
い
て
い
る
が
、
効
果
的

な
消
火
活
動
の
た
め
に
「
防

火
水
槽
」
の
設
置
は
欠
か
せ

な
い
と
思
う
。

　

場
所
に
よ
っ
て
は
、
既
に

「
防
火
水
槽
」
が
設
置
さ
れ

て
い
て
も
、
新
た
に
設
置
す

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。

　

現
場
で
の
反
省
等
を
踏
ま

え
今
後
の
設
置
計
画
は
。

　

毎
年
１
ヶ
所

設
置
を
行
っ
て

い
ま
す
。
優
先
順
位
等
を
考

え
計
画
的
に
設
置
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

防
災
対
策
に
つ
い

て
は
、
よ
り
良
い
も

の
を
構
築
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
。

　

防
災
に
関
し

て
は
、
万
全
を

期
す
る
考
え
で
す
。

単
に
増
や
せ
ば
い
い
の
か
今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
行
政
用
無
線

を
町
民
に
聞
き
取
り

や
す
い
環
境
を
整
え
る
と
共

に
技
術
的
な
も
の
も
検
討
い

た
だ
き
た
い
。

　

し
か
し
別
の
問
題
点
と
し

て
、「
声
」
の
情
報
は
聴
覚

に
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
方

へ
は
伝
わ
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
町
へ
の
登
録
で

文
字
情
報
と
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
や

メ
ー
ル
を
受
け
取
る
な
ど
の

手
段
を
考
慮
す
べ
き
と
思
う

が
、
現
状
と
今
後
の
対
応
は
。

　

現
状
で
は
、

町
と
し
て
対
策

は
講
じ
て
い
ま
せ
ん
。

町
長

問

問

問

町 

長
「
防
火
水
槽
」
の
積
極
的

設
置
を

問問

町 

長

問

▶防火標識等

一般質問

田中  二三輝 議員

町 

長

町 

長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

問町 

長

防
災
情
報
の
伝
達
は
、

　
重
要
課
題
と
認
識
し
て
い
る
の
か
？

問
「
重
要
課
題
と
し
て

　 
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。」
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町
の
「
避
難
勧
告

等
の
判
断
・
伝
達
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、
水
害
時

と
土
砂
災
害
時
の
発
令
基
準

し
か
な
い
。

　

今
回
の
避
難
勧
告
は
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
発
令
さ

れ
て
い
る
が
、
風
が
強
い
時

に
避
難
す
れ
ば
、
逆
に
被
災

す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

避
難
勧
告
の
タ
イ
ミ
ン
グ

は
適
切
だ
っ
た
の
か
。

　

７
時
40
分
過

ぎ
に
、
風
が
収

ま
っ
た
時
間
帯
も
見
越
し
て

発
令
し
ま
し
た
が
、
反
省
材

料
と
し
て
は
、
事
前
に
も
っ

と
協
議
を
し
て
出
す
べ
き
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

災
害
に
は
、
台
風

や
地
震
な
ど
も
あ
る

わ
け
で
、
早
め
に
適
切
に
対

応
す
る
べ
き
で
は
。
ま
た
、

聴
覚
障
が
い
者
を
は
じ
め
要

援
護
者
へ
の
伝
達
と
避
難
な

ど
、
災
害
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
見
直
す
べ
き
で
は
。

町長

町 

長

一般質問

宇田川　亮議員

「今回の反省を
　  ふまえて善処します。」

台風 15 号の　　　
　対応は適切だったのか？問

　

台
風
15
号
に
つ
い

て
、
台
風
通
過
の
鞍

手
町
の
状
況
と
対
応
は
。

　

雨
量
は
、
25

日
午
前
７
時
に

22
㍉
、
８
時
に
は
36
・
５
㍉

の
雨
が
降
っ
て
い
ま
す
。
風

は
、
鞍
手
町
に
は
風
速
計
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
福
岡
市

の
瞬
間
最
大
風
速
が
７
時
12

分
に
31
・
５
ｍ
の
風
が
吹
い

て
い
ま
す
。

　

対
応
と
し
て
は
、
午
前
８

時
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
、

全
区
長
へ
の
電
話
連
絡
及
び

９
ヶ
所
の
避
難
所
開
設
と
職

員
２
名
を
配
置
し
ま
し
た
。

問総
務
課
長

問問

　

も
う
少
し
細

分
化
し
た
災
害

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
、
今
後
考
え

町 

長

　

県
は
、
来
年
10
月

か
ら
医
療
費
の
無
料

化
を
小
学
校
就
学
前
か
ら
小

学
校
６
年
生
ま
で
に
拡
充
す

る
と
表
明
し
て
い
る
。

　

今
年
の
３
月
議
会
で
、
町

長
は
県
が
拡
充
す
れ
ば
、
中

学
校
３
年
生
ま
で
完
全
無
料

化
に
す
る
と
答
弁
さ
れ
た
が
。

ま
た
、
そ
の
準
備
は
。

　

県
の
助
成
が

あ
っ
て
も
、
町

に
６
０
０
万
円
程
度
の
負
担

が
掛
か
る
と
い
う
試
算
が
出

て
い
ま
す
。

　

今
年
10
月
か
ら
本
町
も
小

学
校
６
年
生
ま
で
の
医
療
費

の
無
料
、
中
学
校
３
年
生
ま

で
の
入
院
費
無
料
を
始
め
る

の
で
、
少
し
様
子
を
見
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

電
算
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
準

備
は
、
同
時
並
行
で
行
っ
て

い
き
ま
す
。

中
学
卒
業
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
を

問

て
い
か
な
け
れ
ば
と
改
め
て

感
じ
ま
す
。
お
っ
て
善
処
し

ま
す
。

▶防災無線スピーカー

▶水防計画、避難勧告等マニュアル

町 

長



⑬ 平成 27 年 10 月 30 日発行　鞍手町議会だより　No.109

一般質問

　

役
割
、
活
動
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
町
が
設
置
し
て
い

ま
す
防
犯
灯
の
球
切
れ
箇
所

の
連
絡
や
、
通
学
路
の
危
険

箇
所
等
に
つ
い
て
の
連
絡
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た

警
察
、
役
場
と
連
携
し
た
防

犯
啓
発
活
動
も
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

農
政
環

境
課
長

▶くらじクリーンセンター内ゴミ搬入口

　

じ
ん
芥
組
合
、
Ｒ

Ｄ
Ｆ
処
理
施
設
の
今

後
は
。

　

大
牟
田

発
電
所
は

当
初
計
画
よ
り
５
年
延
長

し
、
平
成
34
年
度
ま
で
操
業

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
35
年
度
以
降
の
可
燃

物
の
処
理
の
在
り
方
に
つ
い

竹内　利一 議員

じ
ん
芥
組
合
の
ご
み
処
理

　
に
対
す
る
今
後
の
方
針
は
？

問
「
既
存
の
処
理
施
設
を
継
続
し
、

    
　
財
政
負
担
の
軽
減
を
目
指
し
ま
す
。」

て
担
当
課
長
会
で
、
１
、
ゴ

ミ
処
理
燃
料
化
処
理
施
設
Ｒ

Ｄ
Ｆ
の
継
続
、
２
、
ゴ
ミ
の

外
部
委
託
、
３
、
ゴ
ミ
処
理

施
設
の
新
設
の
３
案
に
つ
い

て
調
査
検
討
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。　

　

既
存
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
処
理
施
設

の
有
効
活
用
及
び
長
寿
命
化

を
図
る
こ
と
等
に
よ
り
、
組

合
市
町
の
財
政
負
担
の
軽
減

を
目
指
す
取
り
組
み
も
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
35
年
度
以
降
の
処
理

方
針
は
、
既
存
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
処

理
施
設
を
で
き
る
限
り
継
続

さ
せ
る
こ
と
を
ま
ず
具
体
化

し
、
そ
の
後
改
め
て
ゴ
ミ
処

理
外
部
委
託
も
し
く
は
ゴ
ミ

処
理
施
設
の
新
設
等
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問農
政
環
境
課
長

鞍
手
町
防
犯
協
会
の

役
割
と
活
動
に
つ
い
て

　

鞍
手
町
防
犯
協
会

の
役
割
と
活
動
は
。

　

鞍
手
町
防
犯

協
会
要
項
で
は

自
ら
犯
罪
を
防
止
す
る
と
と

も
に
積
極
的
に
防
犯
に
協
力

し
、
民
警
一
致
の
密
接
な
連

絡
を
保
ち
、
犯
罪
無
き
平
和

な
郷
土
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

問総
務
課
長

　

今
日
、
振
込
詐
欺
、

空
き
巣
な
ど
多
発
し

て
い
ま
す
が
、
鞍
手
町
か
ら

犯
罪
を
追
放
す
る
た
め
に

も
、
防
犯
協
会
の
方
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

委
嘱
状
を
私

の
名
前
で
渡
し

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
方

は
大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、

町
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
、
今
後
善
処
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

町 

長
問

▶固形燃料（ＲＤＦ）

ゴ
ミ
袋
販
売

　

ゴ
ミ
袋
の
販
売
店

の
表
示
等
は
。

　

販
売
店

舗
数
は
、

中
山
地
区
16
軒
、
小
牧
地
区

３
軒
、
新
延
地
区
５
軒
、
古

門
地
区
２
軒
、
弥
生
、
八
尋
、

室
木
、
木
月
地
区
各
１
軒
の

合
計
30
軒
で
販
売
し
て
い
ま

す
。 問農

政
環
境
課
長

　

今
後
、
販
売
店
一
覧
表
な

ど
を
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
掲
載
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ミ
袋
の
販
売
店

を
歩
い
て
行
け
る
範

囲
に
、
郵
便
局
な
ど
に
も
置

け
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
。

　

郵
便
局
が
取

り
扱
え
な
い
の

は
、
わ
か
り
ま
せ
ん
が
行
政

の
方
か
ら
掛
け
合
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問町 

長



　

そ
れ
と
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

に
行
き
ま
す
と
、
私
も
よ
く

見
る
の
で
す
が
、
私
の
自
宅

も
そ
う
で
す
が
、
緑
色
の
網

の
ネ
ッ
ト
を
掛
け
て
防
御
し

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
で
き
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災
害
時
の
安
全
対

策
を
父
兄
が
運
営
の

中
で
考
え
る
の
は
難
し
い
の

で
は
な
い
か
。

　

災
害
時
に
は

当
然
の
こ
と
な

が
ら
学
童
保
育
に
関
わ
ら
ず

全
て
に
お
い
て
取
り
ま
と
め

て
管
理
す
る
の
が
行
政
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

団
地
等
で
は
共
働

き
の
方
が
多
く
お
ら

れ
、
朝
ゴ
ミ
を
出
し
た
後
、

収
集
車
が
来
る
ま
で
何
時
間

も
ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
被
害
に

あ
っ
て
い
る
状
態
に
な
っ
て

い
る
。
カ
ラ
ス
の
被
害
に
対

し
て
の
具
体
的
な
対
策
、
取

り
組
み
は
。

　

平
成
18

年
度
よ
り

カ
ラ
ス
は
、
視
覚
に
よ
る
識

別
能
力
が
高
い
こ
と
か
ら
、

町長

　

学
童
保
育
の
事
業

所
、
児
童
に
対
し
て

災
害
時
の
安
全
対
策
は
。

　

町
内
３
ヶ
所

の
学
童
保
育
所

は
、
町
が
施
設
を
設
置
し
て

運
営
主
体
は
父
母
会
が
事
業

者
と
し
て
町
に
届
出
を
し
て

運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

状
況
で
す
。

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴

い
本
年
４
月
よ
り
、
鞍
手
町

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
を
施
行

い
た
し
ま
し
た
。

　

事
業
者
は
、
そ
の
基
準
に

基
づ
き
運
営
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

問町 

長

そ
の
視
覚
を
錯
乱
し
、
カ
ラ

ス
が
見
え
な
い
と
い
う
黄
色

の
ゴ
ミ
袋
に
変
更
し
ま
し

た
。

　

当
初
は
効
果
が
あ
り
ま
し

た
が
、
カ
ラ
ス
は
学
習
能
力

が
高
く
近
年
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
深
草

環
境
サ
ー
ビ
ス
が
カ
ラ
ス
等

の
被
害
で
ゴ
ミ
が
散
乱
し
た

場
合
は
、
清
掃
し
て
収
集
を

行
う
よ
う
申
し
合
わ
せ
を
し

て
い
ま
す
。

　

ゴ
ミ
収
集
は
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
方
式
が
一
番
理
想
で
す

が
、
高
齢
者
等
に
よ
る
持
ち

込
み
の
距
離
、
設
置
場
所
等

か
ら
、
現
時
点
で
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

現
在
、
個
人
で
ゴ
ミ
バ
ケ

ツ
や
網
等
で
対
策
さ
れ
て
い

る
方
も
い
ま
す
の
で
、
今
後

は
ど
の
よ
う
な
散
乱
防
止
対

策
で
効
果
が
あ
る
の
か
を
検

討
し
、
啓
発
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
度
行
政
の

方
で
検
討
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問町 

長

▶カラス被害に悩まされるごみ収集（イメージ）

れ
ば
各
ご
家
庭
で
も
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
い
う
思
い
も

あ
り
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町 

長

一般質問

鯵坂　省治 議員

カ
ラ
ス
の
被
害
対
策
は

問農
政
環
境
課
長

学童保育の災害時安全対策は？問
「連携を取りながら
  　支援をやっていきます。」
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万
８
千
円
で
す
。

　

近
隣
市
町
村
の
取

組
み
と
予
算
措
置
は
。

　

近
隣
の

自
治
体
で

は
、
市
町
村
単
独
で
補
助
金

を
出
し
て
い
ま
す
。
飯
塚
市

は
鹿
、
イ
ノ
シ
シ
１
頭
当
た

り
７
千
円
、
予
算
額
８
０
０

　

イ
ノ
シ
シ
や
カ
ラ

ス
な
ど
有
害
鳥
獣
に

よ
る
農
業
被
害
は
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
か
。

　

 

イ
ノ
シ

シ
、
カ
ラ

ス
な
ど
の
区
分
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
町
全
体
で
水
稲
の
被

害
額
が
２
０
３
万
４
千
円
、

ぶ
ど
う
の
被
害
額
は
８
１
１

万
円
、
嘉
麻
市
は
鹿
、
イ
ノ

シ
シ
１
頭
当
た
り
１
万
円
、

カ
ラ
ス
１
羽
１
千
円
、
予
算

額
６
３
３
万
円
、
桂
川
町
で

鹿
、
イ
ノ
シ
シ
１
頭
当
た
り

１
万
円
、
予
算
額
１
７
１
万

円
、
直
方
市
で
イ
ノ
シ
シ
１

頭
当
た
り
１
万
円
、
予
算

額
46
万
円
、
狩
猟
免
許
取
得

に
か
か
る
経
費
の
助
成
で

飯
塚
市
、
嘉
麻
市
で
上
限

９
５
０
０
円
、
直
方
市
は
上

限
５
万
円
、
宮
若
市
、
岡
垣

町
は
上
限
１
万
円
の
助
成
を

し
て
い
ま
す
。

　

ぶ
ど
う
や
水
稲
で

１
千
万
円
以
上
の
被

害
が
出
て
い
る
し
、
農
産
物

の
被
害
だ
け
で
な
く
、
人
的

被
害
が
出
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
近
隣
市
町
村
に
倣な
ら

い
、

町
長

問

▶農業被害が多くなったイノシシ（イメージ）

岡﨑　邦博 議員

有
害
鳥
獣
の

　
駆
除
に
助
成
が
必
要
で
は
？

問

「
財
政
や
農
政
環
境
課
と

　  

協
議
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。」

農
政
環
境
課
長

問農
政
環
境
課
長

問

町
単
独
で
イ
ノ
シ
シ
１
頭
当

た
り
１
万
円
、
カ
ラ
ス
１
羽

当
た
り
１
千
円
な
ど
の
助
成

を
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る

と
思
う
が
。

　

台
風
15
号
で
は
、

防
災
担
当
の
参
与
が

い
な
く
て
も
対
応
で
き
て
お

り
、
本
当
に
参
与
職
は
必
要

だ
っ
た
の
か
。

　

適
任
者
が
い

れ
ば
設
け
た
い

と
の
思
い
は
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。

問町 

長

　

今
は
ど
こ
に
開
設

し
て
い
る
の
か
。

町
民
相
談
窓
口
「
鞍
手
の

と
び
ら
」
の
現
状
は

問

　

参
与
の
報
酬
を
決

め
る
議
案
質
疑
で
、

町
長
は
政
策
を
推
進
す
る
上

で
、
町
長
直
轄
の
専
任
の
人

が
是
非
と
も
必
要
だ
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
、
私
は
参
与
職

を
設
け
る
よ
り
も
職
員
で
対

応
し
て
は
ど
う
か
と
質
問
し

た
が
、
職
員
で
よ
か
っ
た
の

で
は
。

　

退
職
し
た
参

与
は
防
災
関
係

の
専
門
的
知
識
や
様
々
な
見

識
を
有
し
て
い
た
の
で
任
命

し
ま
し
た
。
今
は
適
任
者
が

い
な
い
の
で
、
各
所
管
で
対

応
し
て
い
ま
す
。　

町 

長
問

　

財
政
や
農
政

環
境
課
と
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。 町 

長

　

政
策
推

進
課
が
窓

口
と
な
り
、
相
談
内
容
に

沿
っ
て
所
管
が
対
応
し
て
い

ま
す
。

政
策
推
進
課
長
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建設
課長

▶北九鞍手夢大橋取付道路

一般質問
北九鞍手夢大橋仮設道路の
　多発している事故改善策は？問

　

交
通
量
の
多
い
道

に
も
係
わ
ら
ず
、
仮
設

道
路
の
形
状
が
悪
く
、
４
月

か
ら
７
月
ま
で
人
身
４
件
、

物
損
３
件
と
事
故
が
多
発
し

て
い
る
。
道
路
事
情
解
決
に

向
け
て
の
進
捗
状
況
は
。

　

平
成
19
年
以

来
、
５
名
の
地

権
者
に
交
渉
を
行
い
、
内
４

名
の
地
権
者
は
20
年
に
用
地

買
収
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

残
り
１
名
は
、
そ
の
後
た

び
た
び
交
渉
を
行
っ
て
い
ま

す
が
解
決
に
い
た
っ
て
い
ま

せ
ん
。
今
年
５
月
に
も
地
権

者
の
弁
護
士
と
面
談
致
し
ま

し
た
が
納
得
し
て
い
な
い
と

の
回
答
で
し
た
。

問建
設
課
長

　

問
題
点
解
決
の
ネ

ッ
ク
に
な
っ
て
い
る

点
は
。

　

私
も
何
度
も

足
を
運
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
土
地

の
買
取
価
格
が
合
わ
な
い
点

が
、
難
航
し
て
い
る
状
況
で

す
。　

取
り
あ
え
ず
現
状

を
改
善
す
る
何
か
良

い
施
策
は
。　

県
土
木
事
務

所
で
大
型
車
が

通
れ
る
改
良
工
事
を
10
月
頃

か
ら
行
う
と
の
こ
と
で
し
た

の
で
、
夜
間
入
口
が
わ
か
り

や
す
い
よ
う
な
点
滅
装
置
設

置
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

町 

長
問問建

設
課
長

安
保
法
案
の
問
題

　

安
倍
内
閣
の
上
程

し
た
こ
の
法
案
に
よ

問

り
、
戦
後
70
年
培
っ
て
き
た

平
和
へ
の
流
れ
が
く
つ
が
え

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

４
月
に
米
国
の
議
会
で
約

束
を
し
て
来
る
な
ど
本
末
転

倒
で
あ
り
、
こ
の
法
案
が
可

決
さ
れ
れ
ば
米
国
の
後
方
支

援
に
い
つ
か
は
必
ず
出
兵
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

現
在
の
戦
い
は
、
戦
場
だ

け
で
の
戦
い
で
は
な
い
。
国

内
で
の
テ
ロ
の
可
能
性
も
十

分
あ
る
。

　

町
長
と
し
て
こ
の
問
題
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　

地
方
行
政
を

預
か
る
長
と
い

た
し
ま
し
て
、
行
政
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
一
つ
の
立
場

に
偏
ら
ず
中
立
的
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を

申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
法
案
も
国
会
で
審

議
中
で
す
の
で
、
私
の
よ
う

な
地
方
行
政
を
預
か
る
者
と

し
て
は
、
そ
れ
を
注
視
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

町 

長

「仮設道路入口がわかりやすい
  　点滅灯設置を求めています。」



⑰ 平成 27 年 10 月 30 日発行　鞍手町議会だより　No.109

一般質問

泌
尿
器
科
、
皮
膚
科
は
外
来

に
て
診
療
を
継
続
し
、
需
要

動
向
に
よ
り
診
療
日
数
の
増

加
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た

に
小
児
科
の
外
来
診
療
の
提

供
を
目
指
す
こ
と
と
明
記
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
く
ら
て
病
院
が
地

域
住
民
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
形
で
、
業
務
運
営
で
き

る
よ
う
に
、
小
児
科
な
ど
の

　

こ
の
鞍
手
町
で
育

っ
て
い
く
子
供
達
の

た
め
に
も
、
小
児
科
の
常
勤

の
ド
ク
タ
ー
を
配
置
し
、
乳

幼
児
が
い
つ
で
も
利
用
で
き

る
診
療
形
態
へ
の
移
行
は
。

　

く
ら
て
病
院

の
中
期
目
標
に
、

不
足
す
る
医
療
機
能
の
補
完

と
し
て
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、

い
ま
す
。

　

建
て
替
え
の
位
置
は
、
鞍

手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

北
九
鞍
手
夢
大
橋
へ
繫
が
る

Ｌ
字
状
の
主
要
道
路
線
を
考

え
て
い
ま
す
。

　　

　

室
木
谷
ノ
山
周
辺

の
町
有
地
の
概
要
は
。

　

所
在
地
は
、

鞍
手
町
大
字
室

木
字
谷
ノ
山
２
０
５
番
の
１

で
す
。
登
記
地
目
は
、
山
林

で
登
記
地
積
は
42
万
８
０
１

７
㎡
で
す
。

　

取
り
付
け
道
路
は
、
用
地

内
に
６
世
帯
が
生
活
さ
れ
、

そ
こ
に
通
じ
る
小
さ
な
道
が

あ
り
ま
す
。

　

入
手
の
経
緯
は
、
平
成
14

年
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
イ
ン
ベ

ス
ト
メ
ン
ト
株
式
会
社
よ
り

寄
付
の
申
し
出
が
あ
り
、
鞍

手
町
の
所
有
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
広
大
な
町
有

地
を
鞍
手
町
の
発
展

に
繫
が
る
有
効
活
用
の
計
画

は
。

　

詳
し
く
調
査

を
し
ま
し
て
、　

皆
さ
ま
の
知
恵
も
借
り
な
が

ら
、
良
い
案
が
あ
れ
ば
活
用

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

診
療
内
容
を
含
め
た
見
直
し

も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
駐
車
場
が
非

常
に
狭
く
、
今
の
場

所
で
は
物
理
的
に
い
っ
ぱ
い

で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
い

う
の
が
現
状
だ
が
、
移
転
・

建
て
替
え
の
考
え
は
。

　

現
在
の
く
ら

て
病
院
は
耐
震

基
準
を
満
た
さ
ず
、
老
朽
化

も
進
み
、
更
に
敷
地
に
不
安

を
抱
え
る
よ
う
な
状
況
下
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
町
長

就
任
時
よ
り
病
院
の
移
転
・

建
て
替
え
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
早
く
移
転
・

建
て
替
え
を
し
た
い
と
思
っ

町
長

町 

長

室
木
谷
ノ
山
周
辺
の

町
有
地

町 

長

▶室木谷ノ山周辺の町有地

須山 由紀生 議員

く
ら
て
病
院
の
移
転
・

　
　
建
て
替
え
の
考
え
は
？

問
「
就
任
時
よ
り
移
転
、
建
て
替
え

　    
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
ま
す
。」

問

問町 

長

問総
務
課
長

問

JA 直鞍アグリ総合センター

至宮若市

谷山池

宮田越下池
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台
風
15
号
の
来
襲
が
あ
り
、

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
は
衷

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

９
月
議
会
で
は
８
名
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
４
名
の
議

員
が
防
災
に
関
す
る
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

　
『
議
会
だ
よ
り
』
編
集
委
員
と

し
て
、
今
後
も
鞍
手
町
民
の
皆

様
の
た
め
に
活
気
あ
る
議
会
で

あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

是
非
ご
一
読
い
た
だ
き
ま
す

と
と
も
に
、
議
会
の
傍
聴
に
も

お
越
し
く
だ
さ
い
。

（ 

竹
内　
利
一
）

■
編 

集 

後 

記

く
ら
て
議
会
だ
よ
り

第
109
号
●
発
行
／
福
岡
県
鞍
手
町
議
会　

 

●
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
〒
８
０
７-

１
３
９
２  

福
岡
県
鞍
手
郡
鞍
手
町
大
字
中
山 

３
７
０
５　
☎ 
０
９
４
９
（
42
）
２
１
１
１　

  

●
印
刷
所
／
社
会
福
祉
法
人  

福
岡
コ
ロ
ニ
ー

第 52 回　鞍手町民体育祭表紙の紹介

議会を傍聴しませんか
　議会はだれでも一般質問・議案質疑を傍聴できます。
　受付は、当日に議会事務局でおこないます。
　また一般質問を傍聴する方の希望に応じ、手話通訳者を派
遣しています（無料）。これには事前予約が必要です。
■問い合わせ　議会事務局　☎ 42 局 2111 番（内線 331）

（次回は、12月議会です。）

◆１０月１１日に、町民グラウ
ンドで町民体育祭が開催されま
した。
　少し風が強かったですが、晴
れ渡る秋空のもと、３２地区が
参加し、各区の代表選手が練習
の成果を発揮して、一生懸命に
競技を行いました。
　参加者のみなさん、大変お疲
れ様でした。

発
行
責
任
者

編
集
ス
タ
ッ
フ

議
会
議
長

星　

正

彦

委
員
長

須　
山　
由
紀
生

副
委
員
長

竹

内

利

一

委

員

鯵

坂

省

治

委

員

熊

井

照

明

委

員

委

員

須　
藤　
信
一
郎

須　
藤　
敏　
夫

　
６
月
定
例
会
号
の
６
頁
の
一

般
質
問
目
次
の
質
問
議
員
名
、

「
岡お
か
ざ
き﨑　
邦く
に
ひ
ろ博
」
議
員
名
を
「
岡

﨑　
邦
彦
3

3

」
議
員
と
表
示
し
た

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

お
詫
び
と
訂
正

新
し
い
人
事

人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員 

加
留
部
君

子
氏
の
任
期
が
本
年
12
月
31
日

で
満
了
す
る
た
め
、
同
氏
を
再

任
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

加
か る べ

留部　君
き み こ

子 氏（67 歳）

の
推
薦

ゲートボール競争　神崎区　賞品のお米をゲットしたよ


